








1)目的 

糸球体腎炎の発症・進展に免疫反応が関与することは衆知の事実であるが、これに随伴し

て起る血小板凝集・血栓形成が糸球障害におよぼす影響も無視できない。近年とくに本邦

では血小板凝集抑制剤が蛋白尿に効果を有することが指摘されている。本研究ではこの効

果の機序を検討することを目的として行った。 


